
グローバルビジネス展開に向けた知財総合戦略
 

オープニングフォーラム

我が国産業の将来像

と

今後のイノベーションの姿



戴いたお題

１
 

産業の将来像

→
 

リソースの視点で考えると・・・

２
 

イノベーションの姿

→
 

オペレーションの視点で考えると・・・

３
 

グローバルビジネス展開

→
 

マーケットの視点で考えると・・・



幾つかの切り口（その１）

１
 

産業の将来像（リソースの視点から）

（１）開発のスタイル

（２）ファンディングの仕組み

（３）アカデミアの役割



パネリストの立場

Open

Close
 d

R&D
（入口）

事業
（出口）

１２

３ ４



幾つかの切り口（その２）

２
 

イノベーションの姿（オペレーションの視点から）

（０）ショックな事例（イーストマンコダックの破綻）

（１）アイデア＆ビジネスモデルの創造

（２）プロジェクトマネージメントの工夫

（３）ジレンマの克服





幾つかの切り口（その３）

３
 

グローバルビジネス展開（マーケットの視点から）

（１）マーケットのエリアとサイズ

（２）多様性への対応

（３）人の流動性



Information

Energy

Material

従来のもの作り

国内で個々のR&D

（資源＜材料・エネルギー＞消費型）

まずは日本＜for JAPAN Market＞

⇒いずれは＜JAPAN as Local Market＞

一般解タイプの展開

（普遍性・効率化の追求）

・情報技術の活用

・Smart Solution

＜for Global Market＞

特殊解タイプの展開

（文化・風土への適合）

・現地情報そのものの活用

・Smart Product

＜for Local Market＞

R&D の現地化
R&D の協働化（PF）

開発形態の変容

Japan は

 

Multi-Local の一つでしかなくなる



まとめに代えて

１
 

産業の将来像（リソースの視点）

→
 

Framework‐Designing

２
 

イノベーションの姿（オペレーションの視点）

→
 

Risk‐Taking

３
 

グローバルビジネス展開（マーケットの視点）

→
 

Rule‐Making
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